
‡‡‡し �.x��*H��,�,ｩ�ﾒ�第5号 
東京其田町の会 ��

会出集定
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期
待
さ
れ
る
二
十
一
世
紀

青
葉
の
美
し
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
東
京
真
田
町
の
全
会
員
の

皆
さ
ま
に
は
お
変
り
な
く
ご
活
躍

の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
二
十
一
世
紀
の
最
初
の

年
で
景
気
の
回
復
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
普
及
等
大
き
な
期
待
を
も

っ
て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
思
い
通
り
に
は
行
か
な
い
よ

う
で
す
。

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
私
達
会
員

全
員
に
と
っ
て
今
年
も
健
康
で
楽

し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
願
っ
て

り
ま
す
。

今
年
度
の
行
事
は
、
恒
例
の
総

会
・
懇
親
会
を
は
じ
め
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
訪
同
、
真
田
町
町
民
ゴ

ル
フ
大
会
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
、
東
京
真
田
町
の
会
の
ゴ
ル
フ

大
会
等
々
多
く
の
薬
し
い
行
事
が

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
真
田
町
の
会
は
真
田
町
制

施
行
三
十
周
年
を
記
念
し
て
真
田

町
の
要
望
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
入
会
さ
れ
ま
し
た
方
は
十
五

年
の
歳
月
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

お
陰
さ
ま
で
現
在
六
百
五
名
の
全
点

が
お
互
い
の
親
睦
を
は
か
り
、
ふ
る

さ
と
真
田
町
と
の
交
流
を
深
め
て
お

り
ま
す
。

役
員
一
同
は
今
年
も
引
続
き
新
会

員
の
募
集
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
若
い
方
々
の
ご
入
会
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
真
田
町

ご
出
身
の
仲
間
を
ご
紹
介
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
人
の
役
員
、
理
事
全
点
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
に
属
し
て
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
と
ご
指
導
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
会
員
の
皆

々
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

会
長
　
三
井
芳
郎

甲
｝
貰
†
姻

ふ
る
さ
と
訪
問

今
年
も
昨
年
同
様
に
、
真
田
町

菅
平
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
合
わ
せ
て
、
左
記
に
て

計
善
を
い
た
し
ま
し
た
。
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

記

期
日
　
平
成
十
三
年
六
月

二
日
（
土
）
～
三
日
（
日
）

第
二
日
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
・
山

菜
採
り
・
野
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

・
菅
平
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
参
加

菅
平
出
発
二
時
半
頃

上
信
越
道
に
て
東
京
へ
…

新
造

二
十
二
名

新
宿
西
口
安
田
生
命
助
前

午
前
七
時
三
十
分

（
男
）
　
二
三
、
五
〇
〇

（
女
）
　
二
一
、
0
0
0

申
込
締
切
　
五
月
二
十
二
日

申
込
先
　
　
荻
原
啓
治

昼
　
〇
九
〇
－
八
四
四
二

－
二
三
一
七

夜
　
〇
三
⊥
三
三
二
五
・
五
九
三
〇

軋
　
〇
三
・
五
三
〇
五
主
一
七
五
五

申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
追
っ

て
詳
細
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

第
一
日
　
関
越
高
速
道
・
・
・
境
川

S
A
…
・
・
長
野
・
…
戸
隠
高
原
（

昼
食
）
　
…
松
代
見
学
；
・

菅
平
宿
泊
。

総
会
予
告

今
年
の
稔
会
・
懇
親
会
は

十
月
二
十
七
日
（
土
）
　
で
す
。

場
所
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

（
私
学
会
館
）

皆
さ
ん
、
今
か
ら
こ
の
日
を
予

定
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
年
に
一

回
の
総
会
・
懇
親
会
で
す
。

ふ
る
さ
と
を
番
っ
て
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
す
よ
う
、
大
勢
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ます。詳
細
は
九
月
上
旬
に
往
復
は
が

き
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。



費集会期
用　合場　日

会期

－　2　－

ス
ポ
ー
ツ

真
田
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
に
つ
い
て

今
年
も
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
左
記
に

よ
り
開
催
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
真
田
町
町
民
の
皆
さ

ん
方
や
、
真
田
町
出
身
の
各
方
面
の
方

々
と
、
プ
レ
ー
を
し
な
が
ら
友
好
を
更

に
深
め
て
頂
久
野
に
良
い
機
会
で
す
。

当
会
員
の
皆
様
に
も
ご
参
加
賜
り
た

く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

参
加
申
し
込
み
の
方
に
は
詳
細
を
ご

連
絡
い
た
し
ま
す
。

記

平
成
1
3
年
6
月
2
4
日
　
（
日
）

菅
平
カ
ン
ト
リ
ー

現
地
集
合
・
現
地
解
散

参
加
費
　
3
、
0
0
0
円
位

プ
レ
ー
費
飲
食
代
等
各
自
清
算

東
京
吾
町
の
会
ゴ
ル
フ
大
会

東
京
真
田
町
の
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
は

今
年
の
秋
　
1
0
月
5
日
（
金
）
　
と

来
年
の
春
　
3
月
2
2
日
　
（
金
）
　
の

二
回
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

右
の
ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加
出
来
そ
う

な
か
た
は
、
仮
に
予
約
を
し
て
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
顔
い
し
ま
す
。

仮
予
約
を
さ
れ
ま
し
た
方
に
は
、
開

催
二
カ
月
前
位
に
正
式
に
ご
妾
内
し
ま

す
。
そ
の
時
、
正
式
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

仮
予
約
締
切
日
　
平
成
1
3
年
5
月
3
0
日

申
込
・
問
合
せ
先

堀
内
　
福
・
飯
島
慶
三
郎

電
話
番
号
等
は
前
項
に
同
じ
で
す

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

恒
例
と
な
り
ま
し
た
春
の
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
い
た

し
ま
す
。

用
具
は
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

動
き
や
す
い
服
装
で
も
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
。

こ
と
と
し
ま
し
た
。

会
則
等
は
未
定
で
す
、
今
度
の
例
会
時

に
ご
相
談
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
年
会
費
は
通
信
費
用
と
し
て

2
0
0
円
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
前
記
大
久
保
ま

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

日

場

　

記

平
成
1
3
年
5
月
2
0
日
（
日
）

新
座
市
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

申
込
締
切
　
平
成
1
3
年
5
月
3
0
日

申
込
・
問
合
せ
先

堀
内
　
福

0
4
2
　
（
9
5
3
）
　
1
5
7
8

飯
島
慶
三
郎

0
4
2
　
（
2
2
1
）
　
8
5
9
4

0
9
0
　
（
3
5
1
4
）
　
3
5
0
2

協
会
　
野
火
止
コ
ー
ス

集
合
所
　
武
蔵
野
線
　
新
座
釈
改
札
前

時
　
間
　
午
前
　
1
0
時

プ
レ
ー
　
午
的
　
1
0
時
3
0
分
～

費
　
用
　
用
具
・
プ
レ
ー
代
8
0
0
円

募
集
人
数
　
2
0
名

申
込
締
切
　
5
月
1
7
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
大
久
保
　
治
夫

凪
・
軋
0
4
2
6
－
7
7
－
7
1
1
3

お
知
・
」
ソ
せ

東
京
真
田
町
の
会
の
下
部
組
織
と
し

て
「
マ
レ
ッ
ト
の
同
好
会
」
を
発
足
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

春
、
秋
の
例
会
以
外
に
も
楽
し
ん
で

は
と
の
ご
意
見
が
あ
り
、
連
絡
の
取
り

や
す
い
方
法
と
し
て
、
同
好
会
を
創
る

新
全
量
集
に
二
協
力
を
！

会
長
の
挨
拶
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
本

年
も
引
続
き
新
会
員
の
募
集
に
力
を
い
れ

て
ま
い
り
ま
す
。

全
役
員
は
も
と
よ
り
、
担
当
役
と
し
て

塩
沢
副
会
長
他
二
名
の
理
事
が
任
に
あ
た

り
ま
す
。

真
田
町
出
身
で
ま
だ
会
員
と
な
っ
て
お

ら
れ
な
い
方
を
ご
存
じ
の
方
は
、
お
手
数

で
す
が
、
左
記
三
名
ま
た
は
お
近
く
の
理

事
ま
で
、
電
話
又
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
り
た
く
お
顔
申
し
上
げ
ま
す
。

塩
沢
和
政

〒
2
7
6
1
0
0
4
5

八
千
代
市
大
和
田
新
田
1
0
7
4
－
3
7

0
9
0
－
3
2
2
2
－
0
0
6
4

0

4

7

－

4

5

0

－

3

3

4

8

塚
田
恒
雄
0
4
7
－
1
7
5
－
0
8
3
3

鈴
木
邦
子
0
3
－
5
9
7
0
1
6
9
6
9



一　3　－

真
田
町
町
長
誓
る

任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
に
現
職

の
箱
山
好
猷
氏
と
新
人
の
押
森
弘
文
氏

が
立
候
補
し
、
去
る
4
月
2
9
日
行
わ
れ

た
投
票
で
、
左
記
の
投
票
を
獲
得
し
た

箱
山
好
猷
氏
が
当
選
さ
れ
、
真
田
町
の

運
営
に
あ
た
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

当
選
　
籍
山
好
猷
　
氏
　
4
0
4
5
票

押
森
弘
文
　
氏
　
3
5
7
1
票

尚
、
投
票
率
は
8
4
．
5
7
％
で
し
た
。

広
報
さ
な
だ
ま
ち
よ
。

◎
　
ジ
ャ
ン
ボ
さ
つ
ま
い
も

本
原
小
4
年
・
花
岡
　
司
君
　
（
下
郷

沢
）
　
の
お
宅
で
、
8
・
5
短
の
特
大

の
サ
ツ
マ
イ
モ
が
採
れ
ま
し
た
。
長

さ
も
5
0
c
m
も
あ
り
、
司
君
は
2
時
間

も
か
け
て
掘
り
出
し
た
そ
う
で
す
。

◎
　
1
1
月
3
日
、
「
真
田
の
里
新
そ
ば

ま
つ
り
」
が
開
か
れ
、
大
変
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

か
け
そ
ば
6
0
0
食
、
そ
ば
す
い
と

ん
2
0
0
食
、
持
ち
帰
り
用
生
そ
ば

3
0
0
食
が
午
後
一
時
過
ぎ
に
は
完

売
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

◎
　
真
田
町
の
新
成
人
は
1
9
4
人
（

男
性
1
0
0
人
、
女
性
9
4
人
）
が

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た。
◎
　
第
3
回
お
ら
が
ま
ち
農
村
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
江
住
和
雄
さ
ん
が

「
赤
井
の
里
」
で
、
町
長
葺
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

◎
　
味
噌
の
ご
希
望
の
方

◎
　
真
田
町
の
新
一
年
生
は
1
5
1
人

（
男
7
7
人
、
女
7
4
人
）
。

菅
平
小
2
3
人
、
長
小
3
5
人
、
傍

陽
小
2
4
人
、
木
原
小
6
9
人
。

（
菅
平
に
は
峰
の
原
の
6
人
含
む
）

◎
　
し
ち
か
は
通
信
尭
3
号
で
お
知
ら

せ
し
た
「
戸
沢
に
伝
わ
る
ね
じ
行
事

」
が
2
月
8
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
、

全
国
的
に
有
名
と
な
り
、
今
年
も
プ

ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
、
写
真
や
ビ
デ
オ

の
愛
好
家
に
報
道
関
係
者
が
大
勢
つ

め
か
け
、
大
変
な
賑
わ
い
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

真
田
幸
村
公
御
鰭
味
噌

1
短
詰
め
　
　
6
0
0
円
　
　
◎

1
0
短
詰
め
　
6
0
0
0
円

真
田
幸
村
公
禅
膳
仕
込
み
味
噌

1
0
由
詰
め
　
4
0
0
0
円

（送料別）

申
込
・
問
合
せ
　
真
田
町
振
興
公
社

皿
　
0
2
6
8
（
7
2
）
0
1
5
0

◎
女
子
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
日
本
代
表
に
　
　
◎

金
井
理
恵
子
さ
ん
（
菅
平
）
が
選
ば

れ
、
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
転

戦
、
一
戦
目
は
9
位
、
2
戦
目
で
は

6
位
と
健
聞
さ
れ
ま
し
た
。

菅
平
の
（
有
）
ぱ
く
　
で
、
花
ま

め
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
豆
乳
バ
ニ

ラ
、
く
る
み
の
カ
ラ
メ
ル
が
作
ら
れ

て
、
1
個
2
5
0
円
で
、
ふ
れ
あ
い

さ
な
だ
韓
の
ほ
か
、
菅
平
で
も
発
売

中
だ
そ
う
で
す
。
訪
町
の
折
り
に
ご

試
食
し
て
み
て
は
！

傍
陽
小
学
校
の
P
T
A
が
、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
を
寄
付
す
る
た
め
に
、
3

月
4
日
に
「
そ
ば
祭
り
」
を
行
い
、

5
0
0
食
を
超
え
る
そ
ば
を
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
、
2
1
万

3
6
7
0
円
が
集
ま
り
、
3
台
の
楽
器

を
買
う
こ
と
が
出
来
た
そ
う
で
す
。

◎
　
今
年
の
「
真
田
ま
つ
り
」
は
8
月
4

日
（
土
）
に
、
「
新
そ
ば
ま
つ
り
」
は

1
1
月
3
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。
詳
し
く
は
真
田
町
へ
お
同
い
あ

わ
せ
下
さ
い
。

◎
　
石
舟
の
箱
山
照
夫
さ
ん
宅
で
、
1
・

5
メ
ー
ト
ル
の
ヘ
チ
マ
が
な
っ
た
そ
う

です。「
長
ヘ
チ
マ
」
と
云
う
種
類
で
中
国
か

ら
渡
っ
て
き
た
種
類
と
か
。

長
い
ま
ま
「
た
わ
し
」
に
し
て
、
か
ら

だ
を
洗
う
の
に
使
お
う
と
思
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

◎
　
1
1
月
3
0
日
、
角
間
集
落
の
臭
で
、
推

定
体
重
1
5
0
k
g
の
野
性
の
イ
ノ
ブ
タ

が
、
町
の
猟
友
会
会
長
の
堀
内
悦
夫
さ

ん
　
（
萩
）
　
の
手
で
仕
留
め
ら
れ
た
と
の

こと。イ
ノ
ブ
タ
は
イ
ノ
シ
シ
と
豚
の
交
配

種
で
、
食
肉
用
に
飼
育
さ
れ
た
も
の
が
、

今
は
野
性
化
し
て
じ
ゃ
が
い
も
や
り
ん

ご
な
ど
を
食
い
荒
ら
し
被
害
甚
大
に
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。



平成13年の各区の区長さんが決まりました。◎区長会長　○副区長会長　敬称略

菅　　　平

○大　日　向

角　　　間

横　　　沢

真　　　田

十　林　寺

石　　　舟

戸　　　沢

つ　く　し

横　　　尾

四　日　市

入軽井沢

綬沢　郁男

松沢　　政

若林　幸正

久保　初夫

松井　文雄

大久保文雄

籍山　　正

山崎　寿一

川田　勝男

小林三三雄

春窟　悦男

小林　和哉

岡　　保　開　　文雄　　下　郷　択　田中　久一

中　　絶　武捨茂三郎　　小玉上郷沢　山峰　晴康

大　　　庭

曲　　　尾

○　　萩

田　　　中

下　境　道

中　模　道

上　横　道

穴　　　沢

三　島　平

上　　　原

開口　長昭　　◎赤

出野　友規　　　下

牧内　繁夫　　　竹

柳沢　重良　　　荒

堀内　　亘　　　中

清水　孝徳　　　義

堀内　秀則　　　大

西牧　政秀　　　下

堀内　秀昭　　　町

丸山　文秋　　　出

井　若林　深志

塚　横沢富士堆

室　高寺　義雄

井　一之瀬　勝

原　小川　晃一

木　三井　正三

畑　清水　令基

廣　坂口　　清

原　満木　義宗

早　坂口　謙一

全章艮　「日本ダボス」　第14号の発行
lこつしヽてのお顔しヽ

「東京真田町の会」会員の皆様には平素より会の運営に多大なご協力を戴き厚くお礼申し上げ

ます。

今年も日本ダボス第14号を12月未に発行すべく準備を進めております。日本ダボスは、会員6

00余名と真田町全戸約3600戸に送られます。東京真田町の会はもちろん会員皆様方のご活

躍ぶりをお伝えする良い機会です。

毎年のことで恐緒ですが「編集記事の寄稿」と厳しい経済状況の中ですが「広告のご出稿」に

ご協力を賜りたく切にお願い申し上げます。

騙集原掛こついては大久保治夫理事、広告の申込は中島正江理事が担当しております、宜しく

お顔いいたします。
以上　お願まで

会長　　三井芳郎

原稿、広告の締切は11月10日です。

☆廣掛ま400字詰め用舐3枚以内に、顔写真を同封して下記までお送りください。総会の出欠

ハガキにも近況を記入して下さい。

〒192－0354　　東京都八王子市稔が谷25－1－103　大久保治夫　宛

☆広告の申込と広告原掛ま下記にお送りください。広告代金は日本ダボス発行後に、請求書と振

込み用柾をお送りします、ご利用ください。

広告料　　名　刺広告　タテ　7．5cl Xヨコ　3．5C■　10．000円

3分帆貢　広告　タテ　7．5C■×ヨコ17．5cn　　30，000円

2分射貫　広告　タテ11．Oc皿×ヨコ17．5cm　　50，000円

1貢　広告　タテ23．Ocl Xヨコ17．5cm　100、000円

〒158－0091　　東京都世田谷区中町4－35－17E　　中島正江　宛

し　ちかは通信　（平成13年　5　月10日　発行）

発　　行　東京真田町の会　　会長　三井芳郎

156－0055　東京都世田谷区船橋1－亜－31

m・t氾　03－3482－9333

m03－3815－3344　m互03－3815－3341

m・Ⅰ犯0426－77－7113

03－3702－1385　柴田小夜子吼03－3467－4035
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